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研究成果の概要（和文）：本研究では，タイプ A が動脈硬化の性差に影響するかどうかを検討

した．収縮期血圧，baPWV は男性が女性よりも高かった．男性では，タイプ A がストレス性

の飲酒行動を介してγGTPを高め，それによってbaPWVを高めるとの結果を得た．女性では，

タイプ A はストレス性の飲酒行動に影響したが，γGTP と baPWV には影響しないことが分

かった．臨床的に，タイプ A が顕著な男性の動脈硬化予防対策として，身体的な査定や治療に

合わせて，心理行動面でのケアも女性以上に必要不可欠であろう． 
 
研究成果の概要（英文）：We investigated the influence of type A behavior pattern (TABP) in 
men and women with arteriosclerosis. Although the male and female patients had similar 
ranges of age and systolic blood pressure, the brachial-ankle pulse wave velocity (baPWV) 
was higher in men than in women. The TABP was observed to indirectly increase the 
baPWV only in men. In this study, we demonstrated that TABP promoted drinking 
behavior in both men and women. Moreover, we found that drinking behavior strongly 
influenced liver function in men but not in women. Being well informed of the patient’s 
psycho-behavioral aspects is indispensable for the prevention or treatment of 
arteriosclerosis in patients with a remarkable level of TABP. In addition, such 
psycho-behavioral factors appear to have greater importance in male patients than in 
female patients. 
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１．研究開始当初の背景 
 動脈硬化性疾患に関して，日本人の死亡原
因の 2 位となる心疾患と 3 位の脳血管疾患を
合わせると，その死亡率は 1 位の癌を上回る
値となる．疾病予防の視点からも，動脈硬化
の治療および正常化は極めて重要である． 
 このような動脈硬化性疾患においては，性
差が認められており，男性が女性に比し疾患
の罹患率が高い．先行研究の知見では，女性
では，白衣性昇圧，ストレス性昇圧のいずれ
も心肥大と関連が見られなかったのに対し，
男性ではいずれも有意な正相関が見られて
いる．この結果は，女性ではストレス性昇圧
が臓器障害性に作用しないこと，逆に，男性
では，臓器障害性に作用することを示す． 
 なお，動脈硬化性疾患の発症には，心理行
動学的特性の関与が示唆されている．例えば，
不安や抑うつが，動脈硬化に対して促進的に
作用することが分かっている．また，従来か
ら，循環器疾患に対するタイプ A 行動パター
ンの関与が認められている．このようなタイ
プ A 行動パターンが，心血管反応に及ぼす影
響の性差に関しても検討がなされている．健
常な男女を対象に，タイプ A 行動パターンの
下位尺度である敵意性とストレス性昇圧反
応を検討した研究では，男性においてのみ，
高い敵意性がストレス性昇圧反応を亢進す
ることを見いだしている．我々の先行研究で
も，本態性高血圧の男性患者において，左心
室肥大とタイプ A 行動パターンに有意な正
の相関関係が見られたが，女性では，左心室
肥大とタイプ A 行動パターンに有意な相関
関係は認められていない． 
 このように，動脈硬化性疾患に関して，男
性が女性に比べ有病率と罹患率が高く，その
一因として，心理行動学的特性であるタイプ
A 行動パターンが関連することが想定される． 
 
２．研究の目的 
 先に，男性と女性それぞれの生活習慣病患
者において，動脈硬化の性差に関して追試す
る．次いで，男性の動脈硬化進行に，タイプ
A 行動パターンがどのように関与するのかを，
生化学検査，並びに体組成分析データとの関
連を見ることで探索的に検討し，タイプ A 行
動パターンとその他の関連因子を同定する． 
さらに，タイプ A 行動パターン，タイプ A
行動パターンとの関連が見られた因子，動脈
硬化を観測変数とした共分散構造分析を行
うことにより，その因果関係を明らかにする． 
 
３．研究の方法 
 男女の生活習慣病の患者を対象に，採血，
体組成分析，動脈硬化測定，心理行動面の調
査を行う．得られたデータの整理及び入力作
業の後，Type A行動パターン並びに PWVとそ
の他の変数間の単相関関係を明らかにする．

さらに，Type A行動パターンを独立変数，そ
の他の変数を従属変数とした探索的な統計
解析を行う．最終的には，Type A行動パター
ン，PWVそれぞれに関連の見られた変数を取
り上げ，各変数間の因果関係を共分散構造分
析にて明らかにする． 
 
４．研究成果 
 baPWV，タイプ A，ストレス性の食行動（飲
酒，喫煙）には性差がみられ，それぞれ男性
の値が女性よりも高値であった．相関分析で
は，男性の baPWV と肝機能（γGTP）の間
には相関が認められたが女性では認められ
なかった．baPWV と肝機能の関連について
の性差検討のため，男女毎にタイプ A，スト
レス性の飲酒，γGTP，baPWV を観測変数
とした共分散構造分析を行ったところ，男性
では，タイプ A がストレス性の飲酒行動を介
してγGTP を高め，それによって baPWV を
高めるとの結果を得た（図 1）．女性では，タ
イプ A はストレス性の飲酒行動に影響した
が，γGTP と baPWV には影響しないことが
分かった（図 2）．男性では，タイプ A ゆえ
の過重労働等により，ストレスが増大し，飲
酒量が多くなることで肝機能と動脈にダメ
ージを与えるのかもしれない．女性のタイプ
A は，過重労働等により，飲酒行動が増加し
ても，肝機能と動脈へのダメージが少ない可
能性がある．タイプ A が，男性においてのみ
身体に悪影響を与えるという点は，先行研究
とも合致する．臨床的に，タイプ A が顕著な
男性の動脈硬化予防対策として，身体的な査
定や治療に合わせて，心理行動面でのケアも
女性以上に必要不可欠であろう． 
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図 1 男性におけるタイプ A の動脈硬化修飾モデル 
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図 2  女性におけるタイプ A の影響モデル 
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